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安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

　

中
間
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
条
例
は
、
市
民
共
通
の
願
い
で

あ
る
「
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
」

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
、
基
本

的
な
考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

罰
則
な
ど
は
特
に
設
け
て
は
い
ま

せ
ん
。

　

こ
の
条
例
を
真
に
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
事
業
者
、
行
政
が
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。こ
れ
ま
で
中
間
市
で
は
、

昭
和
28
年
の
大
水
害
で
遠
賀
川
堤

防
が
決
壊
し
て
以
降
、
58
年
間
に

わ
た
っ
て
、
大
規
模
災
害
は
起
こ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
昨
年
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
や
原
発
事
故
の
惨
状
を
、

わ
が
ま
ち
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え

た
と
き
、
い
つ
な
ん
ど
き
災
害
が

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
「
想

定
外
」
の
事
態
を
前
提
と
し
て
、

災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
以
外
に
も
安

全
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
凶
悪

事
件
、
窃
盗
、
車
上
荒
ら
し
、
不

審
者
、
詐
欺
、
悪
質
商
法
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
、
一
向
に

減
ら
な
い
飲
酒
運
転
、
高
齢
者
や

子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
交
通
事
故

の
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
直
面
す
る

か
も
し
れ
な
い
危
険
が
、
日
常
に

潜
ん
で
い
ま
す
。

　

も
し
、一
刻
を
争
う
事
態
に
、「
公

助
」
を
担
う
救
急
車
や
消
防
車
、

パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
駆
け
つ
け
る

ま
で
の
５
分
、
10
分
の
間
に
、
何

も
し
な
け
れ
ば
…
。
家
族
や
隣
人
、

目
の
前
の
生
命
や
財
産
が
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
に
で
き
る
範
囲
の
こ
と

を
す
る
。
そ
の
た
め
に
備
え
て
お
く

こ
と
が
き
っ
と
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

自
ら
の
安
全
は
自
ら
で
守
る（
自

助
）、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

（
共
助
）。
こ
れ
が
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

生命、身体、財産に危害を受ける不安がなく、だれもが安全・安心して暮らせるまち。
それが、市民みんなの願いです。
その実現に向けて、一人ひとりができることは何でしょうか。

●問合先　総合まちづくり課市民協働係　☎（２４６）２０１７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ（２４５）５５９８

自らの安全は自らで守る、
　地域の安全は地域で守る

平成 24年４月１日から「中間市安全・
安心まちづくり条例」が施行されます。

安全安心まちづくりイメージ

自助 自らの安全は自らで守る
●�日ごろから避難場所や経路、非
常時持ち出し品を確認しておく
●�敷地の草刈り、家屋の施錠や
修繕など適正管理する
●�店舗や事業所の非常口を確保
しておく

地域の安全は地域で守る

共助

●�自主防災組織で災害時など
の役割分担を決めておく
●�ひとり暮らし高齢者等見守
り隊やふるさとみまわり隊
など地域活動に参加する

市や国、警察などが連携した公的支援

公助

●�安全・安心に関する施策や
計画を推進する
●�災害時に備えた情報伝達・
避難支援体制を整備し、避
難訓練などを実施する

安全・安心
まちづくり
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自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

　

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ

る
の
は
だ
れ
で
し
ょ
う
か
。
市
や
消

防
、
警
察
な
ど
の
行
政
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
災
害
の
規
模
が
大
き
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
意
外
に
行
政
の

「
公
助
」
の
対
応
力
は
小
さ
く
な
る

の
で
す
。
災
害
時
に
ど
の
力
が
ど
れ

く
ら
い
の
割
合
で
必
要
に
な
る
か
、

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
割
合
は
、

自
助
：
共
助
：
公
助
＝
７
：
２
：
１

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
例
に
見

る
と
、
地
震
で
生
き
埋
め
に
な
っ
た

り
、
建
物
や
家
具
の
下
敷
き
に
な

っ
た
り
し
た
人
の
う
ち
、「
自
力
」

「
家
族
」
な
ど
の
自
助
に
よ
る
救
助

は
67
％
、「
友
人
・
隣
人
」
な
ど
の

共
助
が
約
30
％
、
消
防
や
自
衛
隊

な
ど
の
救
助
活
動
に
よ
る
公
助
は

２
％
に
も
満
た
な
い
割
合
で
し
た

（
左
図
参
照
）。
い
か
に
自
助
が
重
要

か
、
隣
近
所
に
よ
る
共
助
が
頼
り

に
な
る
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

中間市安全・安心まちづくり条例と解説は、中間市ホームページで閲覧できます。　http://www.city.nakama.fukuoka.jp/

　安全・安心まちづくりについて理解を深め、
日常生活で自分や家族の安全確保に努め、地
域での自主的活動に取り組むよう努めます。
市が実施する安全・安心まちづくりに関する
施策に協力するよう努めます。

市民の役割

　市は、国、県、警察その他の関係機関、市
民等と連携して、安全・安心まちづくりを推
進するため、総合的な施策を実施します。

市の役割

　事業活動の中で、従業員や顧客、通行者な
どの安全確保に努め、地域での安全・安心まち
づくりの自主的活動に取り組むよう努めます。
所有・管理する土地や建物などの保安・衛生・
防犯各面で適正管理を行います。

事業所等の役割

　中間市や地域の将来を担う子どもたちが健
やかに成長できるよう、安全・安心への理解
を十分に深め、規範意識（社会のルールを守
ろうとする意識）を高める教育を、学校や家
庭、地域社会が協力しあって行います。

青少年の健全育成は

　市は、市民や事業所等が行う安全・安心活
動に対し、情報提供、助言、事業や人材育成
への協力などの支援を行います。

市民等の活動に対する支援は

　今まさに災害が発生している状況で、市や
関係機関、市民等は、一致協力し連携して、
地域や市民の安全を守り、被害を最小限に食
い止めるため、最善を尽くします。

いざ災害が起こったときの対応は

　福岡県が「安全・安心のまちづくり」のために開
設しているホームページです。携帯電話やパソコ
ンから登録手続きすると、中間市や県、県警が発
信する防災・安全情報メールを受信することがで
きます。また、生活情報や地震・気象情報、人工
透析病院の状況などの確認や、地域防犯活動団体
同士の交流に活用することができます。登録は無
料です。
●登録できる内容
○�防災メールまもるくん…市町村や県が随時発信
する防災・安全情報メールです
○�ふっけい安心メール…福岡県警から事件や不審
者情報などをリアルタイムに発信しています

　折尾警察署管内の事件や事故、防犯情報
などをメール配信しています。企業や団体
などが防犯活動を行う際に活用いただけ
ます。配信を希望する人は総合まちづく
り課へお問い合わせください。

自力で
（34.9％）

家族に
（31.9％）

友人・隣人に
（28.1％）

通行人に
（2.6％）

救助隊に（1.7％）
そのほか（0.9％）

自助（66.8％）
共助（30.7％）
公助（1.7％）

■阪神・淡路大震災における救助・救出活動の実態

（参照：日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」

自分自身や地域を守るために登録しませんか
http://www.anzen-fukuoka.jp/

折尾警察署からも地域情報を配信

条例の主な内容
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平成 23年度文化庁文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業

遠賀川と中間の歴史
「中間市は昔、海だったらしいよ」「堀川は人工の川なんだって」。私たちが住んでいる中間
市はまだまだ知らないことがたくさん。今回は、みなさんに中間市のことをもっと知っても
らうために、なるほどと思える講座を開催します。定員は各回50人（先着順）で、１回の
みの受講も可能です。希望者は生涯学習課☎（２４６）６２２４に申し込んでください。

　弥生時代の人々は、どんな道具を使って、
どんな生活をして暮らしていたのか。
　石器製作、木器製作、土器製作、金属
器製作、食料生産…。弥生人たちはさまざ
まな「ものづくり」をしています。「ものづ
くり」をとおして彼らの生活を考えてみま
しょう。

■講師　中間市文化財専門委員

中村 修身さん

●募集締切　２月20日月

「
弥
生
時
代
の
も
の
づ
く
り
」

２月25日土・午後１時～

　近年、文化遺産をまちづくりの軸に据え
る試みが全国的に盛んです。なかでも、世
界遺産登録の動きはその最たるものです。
世界遺産をめざす「九州・山口の近代化産
業遺産群」。そして、その構成資産に加わ
った遠賀川水源地ポンプ室がどのような
「普遍的価値」を有しているか。世界遺産登
録の要件を踏まえ、世界遺産に登録された
産業遺産と比較しながら検討します。

■講師　九州国際大学教授

清水 憲一さん

●募集締切　２月27日月

「
文
化
遺
産
と
世
界
遺
産
登
録
」

～
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
と
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
の
意
義
～

３月３日土・午後１時～

中
間
市
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

中
間
市
内
を
案
内
す
る
観

光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
約
２
年
間
の

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中

間
市
に
つ
い
て
詳
し
い
人
で

な
く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

養
成
期
間
中
に
は
、
中
間

市
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・

人
物
の
ほ
か
、
観
光
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
専
門
の

講
師
を
招
い
て
学
習
し
ま
す
。

こ
の
２
年
間
で
中
間
市
や
観

光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
学
び
、
中
間

市
を
訪
問
す
る
み
な
さ
ん
を

ガ
イ
ド
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
締
切　

３
月
９
日
金

●
研
修
期
間　

３
月
17
日
～

　

平
成
26
年
３
月
31
日

●
募
集
人
数　

20
人
前
後

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

面
接
な
ど
の
選
考
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
観
光
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が

決
定
次
第
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
そ
の
際
に
各
研
修

の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

説
明
会
の
日
程
は
後
日
、
個

別
に
連
絡
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
観
光
ガ
イ
ド

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
３
月
17
日
土

23
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歴史や文化を学ぶことは
楽しみを増やすこと

　綺麗な茶碗を目にしたとき、どういう工程や技
法で作られたのか、どんな歴史があるのかという、
「モノ」の背後にある情報を知っていると、この
茶碗をより楽しんで見ることができます。このよ
うに、「楽しみを増やすこと」が歴史や文化を学
ぶ目的の一つだと私は思います。
　中間市では、平成 26年３月まで、中間市にあ
る文化遺産を広く伝え、継承していく事業を実施
していきます。この事業では、今回実施されるよ
うな講座や、図録の刊行など、さまざまな企画を
考えています。なお、今年度の図録は、中間の古
い写真を集めた写真集です（３月刊行予定）。懐
かしい風景がたくさんあるので、手に取ってみて
ください。また、写真集刊行に合わせた写真展を、

２月14日火～３月18日日に中間市歴史
民俗資料館で開催しますので、こちら
にも足を運んでみてください。
これらの企画は、みなさんの日々の暮
らしに新たな「楽しみ」を増やす機
会になるはずです。ぜひ多くの
みなさんに参加してほしいと思
います。

●
講

師　

木き
つ
き付
ま
ゆ
み

さ
ん（
福
岡
県
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
連
絡
協
議

会
副
会
長
）

●
内

容　

門
司
港
レ
ト

ロ
地
区
の
ガ
イ
ド
な
ど

②
３
月
24
日
土

●
講

師　

大
内
田
佳
介

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
九
州
タ
ウ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
代
表
理
事
）

●
内

容　

歩
き
な
が
ら

ガ
イ
ド
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や

街
歩
き
の
楽
し
み
方
な
ど

を
学
び
ま
す

③
３
月
31
日
土

●
講

師　

岸
本
博
和
さ

ん（
蟲む

し
め
ず
る
か
い

愛
會
）

●
内

容　

中
間
市
を
ガ

イ
ド
す
る
う
え
で
必
要
な

生
物
と
自
然
の
知
識
習
得

を
め
ざ
し
ま
す

　

平
成　

年
度
観
光
ガ
イ
ド

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

全
12
回
、
月
に
１
回
の
研

修
で
す
。
各
地
の
観
光
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視

察
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成　

年
度
観
光
ガ
イ
ド

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

中
間
市
を
実
際
に
ガ
イ
ド

す
る
実
地
研
修
や
自
ら
企
画
・

立
案
す
る
事
業
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先　

生
涯
学

習
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４

　中間市には、遠賀川水源地ポンプ室、遠
賀川鉄橋、堀川運河など日本の近代化を支
えた多くの遺産があります。これらを地域
まちづくりに活用していくためには、住民、
企業、地域団体、行政などのさまざまな担
い手が協働して実施していくことが求めら
れます。それぞれが何をすべきか、何がで
きるのかを、国内外の事例を交えながら考
えましょう。

生涯学習課　吉田�浩之

■講師　北九州市立大学准教授

内田 晃さん

●募集締切　３月２日金

「
近
代
化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
景
観
づ
く
り
」

３月10日土・午後１時～

　歴史民俗資料館の資料整理や発掘調査作業に従事して
いただく臨時作業員を募集します。申し込んだ人は、業
務の状況に応じて採用されることになります。そのため、
申し込み後すぐに採用ということではありません（採用さ
れない場合もあります）ので、あらかじめご了承ください。
●�応募資格　地方公務員法第16条に規定する欠格事項に
該当する人は応募できません。経験や資格は問いません

●賃 金　日額 6,200 円
●作業時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
●募集人数　10 人前後
●募集期間　２月 13 日月～ 24 日金
●�応募方法　写真を添付した市販の履歴書を生涯学習
課まで本人が持参してください
●応募・問合先　生涯学習課　☎（２４６）６２２４

資料館・発掘調査臨時作業員を募集します

2425
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Information
からのお知らせ市

　

中
間
市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
世
代
に
わ
た
る
市
民
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
「
中
間
市
健

康
増
進
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
に
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、ご
意
見（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
集
約
の
う

え
公
表
す
る
こ
と
と
し
、
個
別
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

２
月
10
日
金
～
３
月
10

日
土
・
必
着

●
意
見
の
提
出
方
法

○
メ
ー
ル
…hokencenter@

city.nakam
a.

fukuoka.jp

○
郵
送
…
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒
809
‐
０

　

０
１
４
蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
６
）

○
ＦＡＸ
…
（
２
４
６
）３
０
２
４

※
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
通
勤
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
人
、
こ
の
計
画
に

利
害
関
係
の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体

●
計
画
案
の
閲
覧
方
法　

市
役
所
１
階
・

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
増
進
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
中
央
公
民
館
、
働
く
婦
人
の
家
、

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
、
人
権
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
・
配
布
し
ま
す
。
中
間
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

●
問
合
先　

中
央
公
民
館　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
２
３
２
１

第
２
回
男
女
共
同
参
画
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

中
間
市
は
、
女
性
も
男
性
も
ず
っ
と

住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
み
ん

な
で
創
ろ
う
！
活
力
あ
る
ま
ち
」
を
テ

ー
マ
に
、
地
域
や
市
民
活
動
の
中
で
の

男
女
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
講
演
を

行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

●
日

時　

３
月
10
日
土
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時（
受
付
は
１
時
～
）

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
講

師　

中
嶋
玲
子
さ
ん（
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
前

館
長
）

※
一
時
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
３
月

１
日
木
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●問合先　環境保全課
☎（２４６）６２６５中間市放置自動車の処理に関する条例が施行されました

　
「
中
間
市
放
置
自
動
車
の
処

理
に
関
す
る
条
例
」
が
昨
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
道
路
な
ど
に

長
期
間
放
置
さ
れ
た
自
動
車
を

対
象
に
、
所
有
者
の
調
査
、
撤

去
の
指
導
・
命
令
や
、
所
有
者

な
ど
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
、

市
に
よ
る
自
動
車
の
撤
去
・
処

分
、
費
用
請
求
ま
で
の
手
続
き

や
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

●
条
例
の
内
容

○
市
が
管
理
す
る
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
の
公
共
施
設
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
動
車
が
対

象
で
す（
た
だ
し
、
原
動
機

付
自
転
車
を
除
く
）

○
調
査
で
判
明
し
た
所
有
者
と

使
用
者（
以
下
、「
所
有
者
等
」

と
い
う
）に
撤
去
の
指
導
を

行
い
、
従
わ
な
け
れ
ば
、
期

限
を
定
め
て
撤
去
命
令
を
し

ま
す

○
調
査
を
し
た
が
、
所
有
者
等

が
分
か
ら
な
い
と
き（
行
方

不
明
を
含
む
）は
、
公
示
に

よ
る
送
達
で
撤
去
命
令
を
し

ま
す
。
公
示
に
よ
る
送
達
と

は
、
簡
易
裁
判
所
の
掲
示
板

に
掲
示
す
る
こ
と
で
す
。
一

定
期
間
が
た
っ
て
も
撤
去
し

な
い
と
き
に
は
、
自
動
車
の

使
用
を
終
了
し
た
も
の
と

し
、
市
が
所
有
者
等
に
代
わ

っ
て
、
自
動
車
を
撤
去
し
、

引
取
業
者
に
引
き
渡
し
ま
す

○
処
理
後
所
有
者
等
が
判
明
し

た
場
合
、
自
動
車
の
処
理
に

か
か
っ
た
費
用
を
所
有
者
等

に
請
求
し
ま
す

※
不
用
に
な
っ
た
自
動
車
を
道

路
上
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場

所
に
放
置
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
美
観
を
著
し
く
損
な
い
ま

す
。
ま
た
、
通
行
の
妨
げ
と
な

っ
た
り
、
周
り
に
ご
み
を
不
法

投
棄
さ
れ
た
り
し
、
さ
ら
に
は

子
ど
も
の
危
な
い
遊
び
場
に
な

り
、
犯
罪
の
温
床
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
周
辺
住
民
に
と

っ
て
大
変
迷
惑
と
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
、
公
園
、
広
場
、
公
共

施
設
に
、
長
い
期
間
、
移
動
が
な

く
放
置
さ
れ
て
い
る
自
動
車
を

発
見
し
た
と
き
は
、
環
境
保
全

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
条
例
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
１
６
１
１

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
声
を
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ Information
Topic ＆ Information

●
問
合
先　

こ
ど
も
と
福
祉
の
課　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
４
８

子
ど
も
手
当
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
の
子
ど
も
手
当

を
受
け
取
る
た
め
の
、
認
定
請
求
の
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
締
切
後
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
切　

３
月
30
日
金

●
申
請
場
所　

こ
ど
も
と
福
祉
の
課

※
西
部
出
張
所
、
東
部
出
張
所
で
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送
に

よ
る
申
請
も
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
手
当
の
額（
平
成
23
年
10
月

分
～
平
成
24
年
３
月
分
）

○
３
歳
未
満
…
（
一
律
）１
５
、０
０
０
円

○
３
歳
～
小
学
校
卒
業（
12
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）ま
で
の

第
１
子
、
第
２
子
…
１
０
、０
０
０
円

※
第
３
子
以
降
は
１
５
、０
０
０
円

○
中
学
生（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
）
…
（
一
律
）

１
０
、０
０
０
円

※
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
里
親
な
ど
に
預
け
て
い
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
、
子
ど
も
の
保
護
者
で
は

な
く
、
そ
の
施
設
の
設
置
者
や
里
親
な

ど
に
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●問合先　生涯学習課☎（２４６）６２２４

　共働き世帯など、保護者が昼間家庭にい
ない小学１～３年生の健全な育成のために、
放課後児童健全育成事業（学童保育）を行っ
ています。
　利用を希望する家庭は、各学童保育所に
申し込んでください。
●申込期間　２月 15 日水～３月５日月
●申 込 先
○北学童保育所（中間北小学校敷地内）
　☎（２４６）２６４５
○東学童保育所（中間東小学校敷地内）
　☎（２４４）２６９０
○西学童保育所（中間西小学校敷地内）
　☎（２４５）０５５４
○南学童保育所（中間南小学校敷地内）
　☎（２４５）４５１７
○底井野学童保育所（底井野小学校敷地内）
　☎（２４６）５０３５
○�中間学童保育所（中間小学校内）
　☎（２４６）１０２３
○�中間東幼稚園学童保育クラブ（中間東幼稚
園敷地内）
　☎０８０（３９００）０９６８
●受付時間　午後２時～５時

　中間市消防本部は、平成23年度石油貯蔵
施設立地対策等交付金で、充電式油圧救助
器具と重量物排除用救助資機材を配備しま
した。これにより、車両横転事故などで車
内に取り残されている人に対する迅速な救
助活動や、災害被災者の引き上げ救出活動
など、さま
ざまな災害
に対応する
ことが可能
になり、人命
救助活動能力
がさらに強化
されました。

平成24年４月学童保育所入所の
申し込みを受け付けます

●問合先　消防署☎（２４５）０９０１

●
問
合
先　

下
水
道
課　
　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
５
６

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

排
水
設
備
工
事

は
、
中
間
市
が
指
定

し
た
「
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施

工
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
下
水

道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対

象

○
新
規
登
録
…
中
間
市
で
登
録
さ
れ
た

１
人
以
上
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
を
専
属
雇
用
し
て
い
る
福
岡
県

内
の
工
事
店

○
更
新
登
録
…
中
間
市
で
の
登
録
期
限

が
平
成
24
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い

る
工
事
店

●
受
付
期
間　

２
月
27
日
月
～
３
月
９

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
閉

庁
日
は
除
く
）

●
申
請
書
の
配
布　

２
月
20
日
月
か
ら
、

下
水
道
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

※
申
請
書
は
、
中
間
市
上
下
水
道
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.nakam

a.fukuoka.
jp/jougesuidou/index.htm

l

●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）６２４８

人命救助機材をさらに強化
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まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

ふるさと遠賀川親子凧あげ大会が、中間市役所前河川敷
で行われました。この日は約 200人の親子連れなどが参
加し、空には思い思いの凧が舞いました。中でも目を引
いたのは砂山保育園の園児たちが中心となって作った約
200 枚の連凧。子どもたちは凧を引きながら元気よく駆
け回り、喜んでいました。

雄大な空を舞ったわたしの凧
たこ

1 月 15 日・ふるさと遠賀川親子凧あげ大会
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前殿哲也さんが厚生労働大臣表彰を受賞しました。今
回の受賞は、昭和 52 年から民生委員を 34 年間務め、
地域の社会福祉に対する尽力が認められたことによる
もの。前殿さんは、「今回の受賞は、私個人の受賞では
なく、みなさんの力添えがあったからいただけたものだ
と思っています。これからも今までのことを振り返りな
がら、地域のために民生委員としてがんばっていきたい
です」と話しました。

これからも地域のために尽力
前殿哲也さん（中鶴三丁目）が厚生労働大臣表彰を受章

消防団員や中間市消防クラブ員、中間市婦人防火クラ
ブ員が一堂に会して、消防出初式が開催されました。
消防団員は、ＪＲ中間駅から体育文化センター前広場ま
でパレード。その後、纏

まとい

振りやまとい太鼓、幼年消防ク
ラブによる演奏などが行われました。昨年の東日本大震
災でその存在意義を示した自治消防組織。自分たちの
まちは自分たちで守る。その中心を担うみなさんの姿は、
たくましく誇りに満ちているようでした。

自分たちの街は自分たちで守る
1 月 8 日・平成 24 年中間市消防出初式

15 ●Nakama City Public Relations
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

犬
の
放
し
飼
い
は
大
変
危
険
で
す
！

　

犬
の
飼
い
主
は
、
法
律
に
よ
り
飼
い

犬
を
常
に
け
い
留
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん（
福
岡
県
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
５
条
、
中
間

市
飼
犬
条
例
第
４
条
）。

　

市
役
所
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

迷
い
犬
の
情
報
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
結
果
と
し
て
犬
の

管
理
方
法
の
甘
さ
で
飼
い
犬
を
野
放
し

に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
も
し
そ
の
犬
が
人
を
襲
う
事
態
と

な
れ
ば
飼
い
主
の
責
任
は
重
大
で
す
。

「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
。
人
に
咬か

み
つ
い
た
り
し
な
い
」
と
い
っ
た
安
易

な
思
い
込
み
は
捨
て
て
、
今
一
度
飼
い

犬
の
管
理
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。
犬
を
つ
な
ぐ
鎖
や
首
輪
は
古
く

な
っ
て
外
れ
か
か
っ
て
い
な
い
か
、
自

宅
の
囲
い
や
柵
な
ど
が
壊
れ
、
犬
が
出

入
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
か
な
ど

改
め
て
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
事
故

が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、

散
歩
中
の
愛
犬
の
ふ
ん
の
片
付
け
も
必

ず
お
願
い
し
ま
す
。

飼
い
犬
は
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
、
鑑
札
・
注
射

済
票
の
装
着
を
忘
れ
ず
に
！

　

犬
の
飼
い
主
は
、
一
生
に
一
度
の
飼

い
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射（
生
後
91
日
以
上
の
犬
が
対
象
）

を
受
け
さ
せ
、
そ
の
際
に
交
付
さ
れ
た

鑑
札
・
注
射
済
票
は
登
録
犬
に
装
着

す
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
犬
が
迷
い
犬
に
な
っ
た
場
合
、
鑑

札
な
ど
を
装
着
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
登

録
番
号
に
よ
り
飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
、
鑑
札
な
ど
を
着
け
て
い

た
迷
い
犬
の
多
く
は
、
飼
い
主
の
元
に

無
事
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
何

も
手
が
か
り
の
な
い
犬
は
保
健
所
で
処

分
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
悲
し

い
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
飼
い
犬
も
い
つ
ど
こ
で
災
害
に
巻

き
込
ま
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
愛
犬

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
、鑑
札・

注
射
済
票
は
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
え
さ
を

与
え
て
い
る
人
へ
！

　

飼
い
猫
だ
け
で
は
な
く
、
飼
い
主
の

い
な
い
猫（
野
良
猫
）が
苦
情
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
飼
い
主

の
い
な
い
猫
に
え
さ
を
与
え
て
い
る
と
、

え
さ
を
求
め
て
猫
が
集
ま
り
、
ふ
ん
や

尿
、
鳴
き
声
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
迷
惑
を

周
囲
に
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
餌
付
け
に
よ
っ
て
新
た
に

子
猫
が
生
ま
れ
、
結
果
的
に
飼
い
主
の

い
な
い
不
幸
な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
飼
い
主
の

い
な
い
猫
に
え
さ
を
与
え
て
い
る
人
は
、

そ
の
行
為
に
よ
っ
て
起
こ
る
影
響
を
き

ち
ん
と
認
識
し
、
地
域
住
民
へ
の
配
慮

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
は
ず
が
…

思
わ
ぬ
契
約
に
ご
注
意

■
相
談
事
例　
「
以
前
購
入
さ
れ
た
健
康

器
具
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
」
と

業
者
が
訪
問
し
て
き
た
。
器
具
の
使
用

法
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
足
を
指
圧

し
「
あ
な
た
の
膝ひ

ざ

は
特
に
ひ
ど
い
の
で
、

こ
の
器
具
で
は
こ
れ
以
上
治
療
は
難
し

い
で
す
が
、
こ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲

め
ば
、
す
ぐ
に
病
気
が
治
り
ま
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
高
額
な
健
康
食
品
を
勧
め

ら
れ
た
。

　

病
気
が
治
る
な
ら
と
契
約
し
た
が
、
や

は
り
高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

健
康
器
具
な
ど
を
購

入
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
、
点
検
や
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
口
実
に
訪
問
し
、

新
た
に
高
額
な
健
康
食
品
な
ど
を
契
約

さ
せ
る
手
口
で
す
。「
病
気
や
け
が
が
治

る
」「
健
康
に
な
る
」
な
ど
の
効
能
、
効

果
を
う
た
っ
た
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は
、

薬
事
法
に
抵
触
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
販
売
な
の
で
、
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
契

約
解
除
で
き
ま
す
の
で
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　岩瀬地区に、地域の福祉や教育の充実を目的と
して、平成 21年に有志によって設立しました。現
在、スタッフ 10 人で、介護事業としてのデイサー
ビスと、中間北小学校で学童保育を行っています。
　１日の利用定員が 15 人の小規模デイサービスに
より、地域の憩いの場となっています。さらに、高
齢者と学童保育の児童が交流できる機会をつくり、
世代間のふれあいの時間を楽しく過ごしています。

ＮＰＯ法人ひかりのさと

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

平成23年度のもえるごみ搬入量は、対22年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

23 年度 22 年度 差（23年度－22年度） 減量率

12　月 999,180㎏ 1,021,050㎏ △ 21,870㎏ 2.1％

累　計 8,952,170㎏ 9,098,060㎏ △ 145,890㎏ 1.6％

もえるごみ搬入量状況

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

く
ら
し
の
ミ
カ
タ

知っ得！
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くらしの

情報
くらしの

情報
健
康
診
査
は
毎
年
度

受
け
ま
し
ょ
う

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
人
に
は

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
受
診
で
き

る
受
診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血

圧
症
な
ど
）で
通
院
し
て
い
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
医
療
機
関
は
、

受
診
票
に
同
封
し
た
一
覧
表
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

●
自
己
負
担
額　

500
円

●
受
診
の
と
き
に
必
要
な
も
の

○
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

○
広
域
連
合
か
ら
郵
送
し
た
受
診
票

※
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

中
間
市
出
張
労
働
相
談
会

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
い
じ
め
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
福
岡
県
北
九

州
労
働
者
支
援
事
務
所
職
員
な

ど
が
、
労
働
に
関
す
る
相
談
に
面

談
で
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日

時　

２
月
29
日
水
・
午

後
３
時
～
８
時

●
場

所　

中
央
公
民
館

※
予
約
は
不
要
で
、
相
談
は
無
料

で
す
。

●
問
合
先　

福
岡
県
北
九
州
労

働
者
支
援
事
務
所

　

☎（
５
９
２
）３
５
１
６

悪
質
商
法
・
多
重
債
務
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催

　

悪
質
商
法
被
害
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
ヤ
ミ
金
、

過
払
金
請
求
な
ど
の
、
日
常
生
活

の
中
に
潜
む
落
と
し
穴
に
つ
い
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
司
法

書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
１
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
17
日
土
・
午

後
１
時
～
４
時

●
場

所　

北
九
州
市
立
子
ど

も
の
館（
八
幡
西
区
黒
崎
三
丁

目
15
‐
３
コ
ム
シ
テ
ィ
内
）

●
予
約
受
付
期
間　

２
月
27
日
月

～
３
月
15
日
木

※
土
曜
、
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

●
予
約
電
話
番
号　

　

☎（
５
７
１
）８
４
４
５

●
定

員　

12
人（
予
約
優
先
）

※
１
件
に
つ
き
、
相
談
時
間
は
30

分
で
す
。

●
問
合
先　

福
岡
県
司
法
書
士

会
北
九
州
支
部

　

☎（
５
７
１
）６
７
０
８

都
市
高
速
道
路
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

福
岡
・
北
九
州
の
都
市
高
速
道

路
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
を

広
く
聴
取
し
、
事
業
の
円
滑
な
推

進
を
図
る
た
め
、
都
市
高
速
道
路

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
へ
の
回
答（
年
４
～

５
回
・
各
10
問
程
度
）

○
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
に
対
す

る
意
見
・
要
望
の
提
出

○
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど
へ
の
出
席

●
応
募
資
格

○
自
ら
運
転
し
て
、
福
岡
ま
た
は

北
九
州
都
市
高
速
を
利
用
し
て

い
る
人

○
日
本
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
の
利
用
が
で
き
る
人

○
当
公
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

関
心
を
持
ち
建
設
的
な
意
見
を

持
っ
て
い
る
人

○
平
成
21
～
23
年
度
福
岡
北
九
州

都
市
高
速
道
路
モ
ニ
タ
ー
で
な

い
人

●
募
集
人
員　

福
岡
都
市
高
速
ま

た
は
北
九
州
都
市
高
速
の
利
用

者
、
そ
れ
ぞ
れ
50
人
以
内

●
任

期　

平
成
24
年
４
月
～

平
成
25
年
３
月

●
募
集
締
切　

２
月
29
日
水
・
午

後
５
時

●
謝
礼
な
ど

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
へ
の
回
答
１
回
に
つ

き
１
、０
０
０
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
を
、
平
成
25
年
3
月
末
～
４

月
ご
ろ
に
一
括
し
て
進
呈

○
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
し
た
人

に
は
、
１
回
に
つ
き
交
通
費
相

当
３
、０
０
０
円
を
進
呈

●
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

fk-tosikou.or.jp

●
応
募
・
問
合
先　

福
岡
北
九
州

高
速
道
路
公
社

　

☎
０
９
２（
６
３
１
）３
２
８
４

平
成
23
年
度
ひ
き
こ
も
り

支
援
関
係
者
研
修
会

　

関
係
機
関
の
職
員
や
ひ
き
こ
も

り
支
援
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
る
た
め
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

く
だ
さ
い
。

●
日

時　

２
月
29
日
水
・
午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
会

場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
内

容　

○
講
演
…
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と

地
域
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
福
岡
県
に
お

け
る
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
を

考
え
る

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
５
８
２
）７
５
１
０

　

ＦＡＸ
０
９
２（
５
８
２
）７
５
０
５

両
親
学
級
を
開
催
し
ま
す

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
２
人
目
以
降
の
妊
娠
中
の

人
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
４
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
９
時
30
分
～
。

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
入
れ
の
実
習
や
助
産
師
に

よ
る
子
育
て
の
話
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
込
締
切　

２
月
29
日
水

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１
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有
料
広
告
欄

大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂
第２弾
この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場

心
の
無
料
相
談
を

開
催
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
心
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
、
専
門

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別
に
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日

時　

２
月
25
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

※
相
談
は
１
人
50
分
程
度
で
、
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
相
談
内
容　

対
人
関
係
、
仕
事
、

介
護
、
育
児
の
悩
み
な
ど

●
料

金　

無
料

●
申
込
締
切　

２
月
24
日
金

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
た
め
、
日
常
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
や
日
常
的
金
銭
管
理
書
類
な
ど

（
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑
、
権
利
書

な
ど
）の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
料

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
…
１
時

間
１
、０
０
０
円（
１
回
あ
た
り
）

※
１
時
間
を
過
ぎ
る
と
、
30
分
ご

と
に
350
円
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

○
日
常
的
金
銭
管
理
に
伴
う
書
類

な
ど（
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印

な
ど
）の
預
か
り
料
金
…
月
額

350
円

○
そ
れ
以
外
の
書
類
な
ど（
権
利

書
、
実
印
な
ど
）の
預
か
り
料

金
…
月
額
250
円

※
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会
相
談
課

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
４
４

福
岡
県
あ
ん
し
ん

住
み
替
え
情
報
バ
ン
ク

　

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
世
帯
の

住
み
替
え
を
公
的
相
談
窓
口
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
持
ち
家
を
活
用

し
た
住
み
替
え
相
談
、
公
営
・
民

営
を
問
わ
ず
住
み
替
え
先
情
報
の

提
供
な
ど
、
住
み
替
え
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時　

平
日
・
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時

●
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

●
問
合
先　

福
岡
県
あ
ん
し
ん

　

住
替
え
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

　

☎
０
９
２（
７
２
５
）０
８
９
６

認
知
症
電
話
相
談

　

認
知
症
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い

て
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
で
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
電
話
相
談
日
時　

火
曜
、
木
曜
、

金
曜
、
土
曜
日
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
火
曜
・
金
曜
日
は
介
護
経
験
者

が
、
木
曜
・
土
曜
日
は
保
健
師
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
１
７

●
問
合
先　

福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会
相
談
課

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
４
４

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
制
度

　

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、

建
物
の
劣
化
状
況
の
目
視
調
査
、

現
況
と
図
面
と
の
照
合
な
ど
の
現

地
調
査
に
基
づ
き
地
震
に
対
す
る

強
さ
を
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

※
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

は
、
県
が
主
催
す
る
講
習
会
を
受

講
し
た
建
築
の
専
門
家
で
す
。

●
相
談
日
時　

火
曜
～
金
曜
日
・

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

●
対
象
者　

福
岡
県
内
に
原
則

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
戸
建
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

●
派
遣
費
用　

３
、０
０
０
円（
１

　

件
あ
た
り
）

●
問
合
先　
（
財
）福
岡
県
建
築

　

住
宅
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
５
８
２
）８
０
６
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
の

困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

福
祉
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
を
解
決
す
る

事
業
で
す
。

　

苦
情
が
事
業
所
と
の
話
し
合
い

で
解
決
し
な
い
場
合
、
直
接
話
し

に
く
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
日

時　

毎
週
火
曜
～
日
曜

日
と
第
４
月
曜
日
・
午
前
９
時

～
午
後
４
時

●
対
象
者　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
や
そ
の
家
族
な
ど

●
問
合
先　

福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会

　

☎
０
９
２（
９
１
５
）３
５
１
１

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

安
全
な
す
ま
い
づ
く
り
の
た
め
に
、

専
門
家（
建
築
士
・
作
業
療
法
士

ま
た
は
理
学
療
法
士
）を
派
遣
し
、

住
宅
改
造
が
必
要
な
箇
所
や
施
工

方
法
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時　

火
曜
～
金
曜
日
・

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
対
象
者　

介
護
保
険
制
度
や

福
岡
す
み
よ
か
事
業
な
ど
を
利

用
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
検
討
し
て
い
る
人（
北

九
州
市
、
福
岡
市
を
除
く
）

●
料

金　

無
料

●
問
合
先　
（
財
）福
岡
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
５
８
２
）８
０
６
１



●Nakama City Public Relations13

有
料
広
告
欄

◆�

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

�

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１ グリーンプラザ開発株式

会社
中間市上蓮花寺1-2-1

入居者募集中!!

TEL:093-245-4813
e-mail:info@g-plaza.co.jp

3
D

K

通谷グリーンハイツ通谷グリーンハイツ 通谷駅徒歩１分

ショッパーズモール至近!!
    　

 全戸南向き、
日当たり良好♪

賃料：50,000円
敷金１カ月(敷引１カ月)
中間市鍋山町１－１
鉄筋コンクリート造７階建
使用部分面積：59.94㎡
築年数：1980年2月
共益費：2,500円
取引態様：貸主

お気軽にお問い合わせ下さい。
その他、2LDKのお部屋もあります。

敷金1ヶ月
キャンペーン中！！

〇日時…３月３日土、16日金、22日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前８時30分～
午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…３月14日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…３月３日土、16日金・午後３時～５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所�介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所�産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所�家庭児童相談係（市役所 3階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所�少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所�ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所�ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所�ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所�人権男女共同参画課（人権センター）

高
齢
者
総
合
相
談
事
業
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
抱
え
る

生
活
全
般
に
関
わ
る
心
配
ご
と
や

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
一
般
相
談

●
日

時　

毎
週
火
曜
～
日
曜

日
と
第
４
月
曜
・
午
前
９
時
～

午
後
４
時

　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
原

則
面
接
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

●
日

時　

毎
週
水
曜
日
・
午

後
１
時
～
４
時

　

い
ず
れ
も

　

相
談
方
法
や
予
約
の
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会
相
談
課

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
４
４

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

講
演
会
交
流
会

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
患
児
の
ご

家
族
を
対
象
に
、
講
演
会
と
交
流

会
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

３
月
１
日
木
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　

福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２

‐
１
）

●
内

容

○
講
演
会
…
テ
ー
マ
「
病
気
の
子

ど
も
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え

ば
よ
い
の
か
」

○
病
名
ご
と
に
分
か
れ
て
の
交
流
会

●
対
象
者　

小
児
慢
性
特
定
疾

患
患
児
の
家
族

●
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）２
３
６
６

　

ＦＡＸ
０
９
４
０（
４
７
）０
０
３
１

地
域
福
祉
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

今
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
介

護
、
子
育
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
自
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
へ
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
社
会
の

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、「
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
小
学
校
区
ご
と
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
参

加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、

参
加
者
が
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出

し
、
そ
れ
を
ま
と
め
あ
げ
る
作
業

で
す
。

●
開
催
回
数　

４
月
～
８
月
の
間

に
全
３
回

※
開
催
日
は
、
土
曜
・
日
曜
日
、

平
日
夜
間
の
予
定
で
す
。

●
募
集
締
切　

２
月
29
日
水

●
応
募
条
件　

高
校
生
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
、

全
３
回
開
催
予
定
の
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る
人

●
応
募
方
法　

住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
小
学
校
区

名
を
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

こ
ど
も
と
福

祉
の
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
０

　

ＦＡＸ（
２
４
６
）２
０
２
７
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桜
に
誘
わ
れ
て
ま
ち
歩
き
を
愉た

の

し
む

～
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

　

暖
か
く
な
っ
た
ら
外
歩
き
を
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
人
や
、
運
動
が

苦
手
な
人
を
対
象
に
、
正
し
い
歩

き
方
に
つ
い
て
の
受
講
後
、
垣
生
公

園
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

　

一
緒
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

３
月
23
日
金
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

午
前
９
時
30
分
～
）

●
場

所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
内

容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

基
本
を
学
び
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
と
お
し
て
、

脂
肪
が
燃
焼
し
や
す
い
か
ら
だ

作
り
、
す
て
き
な
ボ
デ
ィ
ラ
イ

ン
を
め
ざ
し
ま
す

●
講

師　

竹
村
亮
子
さ
ん

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

●
定

員　

25
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

外
用
シ
ュ

ー
ズ（
動
き
や
す
い
服
装
）、
タ

オ
ル
、
水
筒（
必
要
な
人
）、
健

康
手
帳

※
現
在
治
療
中
の
人
は
、
医
師
か

ら
運
動
制
限
の
指
示
が
な
い
人
に

限
り
ま
す
。
雨
天
時
は
室
内
運
動

に
な
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

食
事
編
の
受
講
生
を
募
集

●
期
日
・
テ
ー
マ

○
３
月
15
日
木
…
「
食
事
で
防
ぐ

高
血
圧
症
」

○
３
月
22
日
木
…
「
食
事
で
防
ぐ

脂
質
異
常
症
」

●
時

間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時（
受
付
は
午
前
９
時
～
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　

栄
養
士
に
よ
る
講

義
と
調
理
実
習

●
受
講
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人

○
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

改
善
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人

○
家
族
の
調
理
を
担
っ
て
い
る
人

○
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
知
り
た

い
人

※
「
食
事
で
防
ぐ
高
血
圧
症
」
は
、

特
に
血
圧
が
収
縮
期
血
圧
130�

mmHg
以

上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧
が
85�

mmHg
以

上
の
人
、
家
族
歴
の
あ
る
人
。

　
「
食
事
で
防
ぐ
脂
質
異
常
症
」

は
、
特
に
健
診
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
120�

mg/dl
以
上
の
人
ま
た

は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
39�

mg/dl
以
下
の
人
、
中
性
脂
肪
が
150�

mg/dl

以
上
の
人
。
い
ず
れ
も
治
療
中
の

人
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
定

員　

各
回
40
人

※
先
着
順
で
す
。

●
参
加
料　

食
材
料
費
と
し
て

各
回
400
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
電
卓
、
健

康
手
帳
、
あ
れ
ば
食
品
成
分
表

●
申
込
締
切

○
食
事
で
防
ぐ
高
血
圧
症
…

　

３
月
８
日
木

○
食
事
で
防
ぐ
脂
質
異
常
症
…

　

３
月
15
日
木

※
受
講
取
り
消
し
の
連
絡
は
、
申

込
締
切
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
切
日
以
降
に
受
講
を
取
り

消
す
場
合
、
当
日
欠
席
の
場
合
は

参
加
料
400
円
を
い
た
だ
き
ま
す
の

で
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

　

骨
粗
鬆
症
は
、
骨
の
中
に
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
も
ろ
く

な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
も

骨
折
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
病

気
で
す
。
特
に
背
骨（
胸
椎･

腰

椎
）や
足
の
付
け
根（
大
腿
骨
）の

骨
折
の
た
め
に
歩
行
が
困
難
と

な
り
、
結
果
寝
た
き
り
に
な
る

人
も
多
い
た
め
、
そ
の
予
防
対

策
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
骨
粗
鬆
症
の
原
因

と
検
査
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

■
原
因　

骨
は
一
度
で
き
あ
が

っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
変
わ
ら

な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
は
古
い
骨
を
壊

し
、
新
し
い
骨
を
作
る
と
い
う
こ

と
を
常
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
骨
が
も
ろ
く
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、「
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
」「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」「
糖
尿

病
」な
ど
の
病
気
や
、胃
切
除
後
、

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
長
期
内
服
で

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
検
査

①
骨
密
度　

Ｄ
Ｘ
Ａ（
デ
キ
サ
）

法
、
Ｍ
Ｄ
法（
当
院
は
こ
の

方
法
）、
超
音
波
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
成
人（
20
～
44

歳
）
の
骨
密
度
の
平
均
値

（
80
％
）を
下
回
る
と
骨
折
が

多
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
、
骨
密
度
を
測
定
す
る

こ
と
で
骨
の
強
さ
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
骨

の
強
さ
を
判
定
す
る
た
め
の

尺
度
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外

力
で
骨
折
し
て
い
る
人
は
、

そ
れ
だ
け
で
骨
粗
鬆
症
と
診

断
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

人
は
骨
密
度
を
測
定
し
問
診

な
ど
の
診
察
結
果
と
合
わ
せ

て
判
断
し
ま
す
。

②
血
液
検
査･

尿
検
査　

血
液

中
や
尿
中
の
骨
代
謝
マ
ー
カ

ー
と
い
う
検
査
に
よ
り
、
骨

の
新
陳
代
謝
の
速
度
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
骨
吸
収

（
骨
を
壊
す
）を
示
す
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｐ
‐
５
ｂ
、
Ｎ
Ｔ
ｘ
な
ど
、

骨
形
成
を
示
す
Ｐ
１
Ｎ
Ｐ

や
、
そ
の
ほ
か
カ
ル
シ
ウ
ム

の
濃
度
な
ど
も
調
べ
ま
す
。

　

次
回
は
、
い
く
つ
か
の
新
薬

が
発
売
さ
れ
変
わ
っ
て
き
た
薬

物
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

骨
こ つ そ し ょ う し ょ う

粗鬆症

53

中間市立病院整形外科

石村啓司�医師

■プロフィール
体幹部を鍛え、美しいボディラインを作る
「コアコンディショニング」のトレーナー。

講師：竹村�亮子さん
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今
回
、
人
権
に
つ
い
て
作
文
を

書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
辞
書
で
調

べ
て
み
る
と
人
権
と
は
人
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
、
有
す
る
自
由
平

等
の
権
利
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
人
は

生
ま
れ
な
が
ら
本
当
に
平
等
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

世
の
中
に
は
強
い
者
と
弱
い
者
が

存
在
し
、
弱
い
者
は
強
い
者
の
支
配

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

頭
の
良
い
人
と
頭
の
良
く
な
い

人
、
走
る
の
が
早
い
人
と
遅
い
人
、

金
持
ち
と
貧
乏
な
人
、
歌
の
上
手

な
人
と
下
手
な
人
。
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
素
質
に
よ
っ
て
差
が
つ
き
、

平
等
で
な
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
の
中
に
は
不
公
平
な
こ

と
も
よ
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
あ

ん
な
に
意
地
の
悪
い
人
な
の
に
い
い

こ
と
ば
か
り
」「
ま
じ
め
に
一
生
懸

命
働
い
て
い
る
の
に
、
い
つ
も
お
金

に
困
っ
て
幸
せ
に
な
れ
な
い
人
」「
あ

ん
な
に
良
い
人
な
の
に
病
気
ば
か
り

し
て
い
る
」
な
ど
。

　

で
も
、
も
っ
と
大
き
な
人
権
を
奪

わ
れ
る
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
は
平
成
23
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
で
す
。
こ
の
大
震
災

で
は
死
者
、
行
方
不
明
者
２
万
４
千

人
以
上
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
さ
ら

に
そ
の
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
福
島

原
発
で
も
事
故
が
発
生
し
、
大
き

な
被
害
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

東
北
の
人
々
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
天

災
に
よ
っ
て
人
権
を
奪
い
と
ら
れ
、

愛
す
る
家
族
や
幸
せ
な
生
活
を
失

い
、
お
腹
が
空
い
た
と
き
に
御
飯
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
喉
が
渇
い

た
と
き
に
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き

ず
、
寝
る
と
こ
ろ
に
も
不
自
由
を
し

て
人
々
か
ら
生
き
る
希
望
を
奪
い
と

る
ほ
ど
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
自
分
の
命
と
ひ

き
か
え
に
人
の
命
と
人
権
を
守
ら

れ
た
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

街
全
体
が
津
波
に
呑
み
こ
ま
れ
、

街
の
半
数
以
上
の
一
万
人
が
死
亡
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
宮
城
県
南
三

陸
町
で
自
分
が
津
波
に
襲
わ
れ
る

直
前
ま
で
防
災
無
線
で
住
民
に
避

難
を
呼
び
か
け
た
女
性
職
員
の
人

が
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
人
の
お
か
げ
で
尊
い
命
と
人

権
を
守
ら
れ
た
人
も
多
く
お
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

震
災
や
原
発
事
故
の
た
め
、
人
権

と
幸
せ
を
失
い
大
き
な
悲
し
み
の
中

に
沈
ま
れ
て
お
ら
れ
る
人
々
が
、
さ

さ
や
か
で
も
明
る
い
「
明
日
へ
の
希

望
」
を
も
て
る
日
々
が
い
つ
か
き
っ

と
く
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
活

を
送
っ
て
い
く
た
め
に
大
変
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
天
災
以
外
で
も
犯
罪

や
差
別
、
イ
ジ
メ
な
ど
に
よ
っ
て
も

簡
単
に
こ
わ
さ
れ
、
奪
わ
れ
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

人
権
は
侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
な
い

と
い
う
意
識
を
み
な
が
も
っ
て
協
力

し
あ
っ
て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
う

れ
し
い
こ
と
や
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
ら

れ
る
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
明
る

い
「
明
日
」
が
約
束
さ
れ
る
世
界
に

な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「人権について」
諸熊　春香�さん
（中間南中学校３年）

平成23年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

いじめても　得する事は　なにもない
�　　中間西小学校６年� 松原　琴海さん
いつまでも　やさしいこころ　わすれずに
�　　中間西小学校６年� 江平　芽生さん
ごめんねと　その一言で　仲直り
�　　中間西小学校６年� 荒上　秀平さん

人　権　標　語

健康な身体を手に入れよう
あなたも健康のことを学んでみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　●申込・問合先　保健センター☎（２４６）１６１１

● 日 時　３月７日水・午後１時30分～２時30分（受付は
１時～）

●場 所　保健センター
●内 容　中間市立病院の医師による講話
●テ ー マ　生活習慣と高血圧症・脂質異常症
●持ってくるもの　筆記用具、健康手帳
●参 加 料　無料
●申込締切　３月６日火

健康づくりサポート教室

● 日 時　３月12日月　午後２時～３時（受付は午後１時
30分～）

●場 所　保健センター
●内 容　中間市立病院の薬剤師による講話
●テ ー マ　クスリと上手につきあうために
●持ってくるもの　筆記用具など
●参 加 料　無料
●申込締切　３月９日金

お薬で聞きたいことありませんか
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ
昆布を煮るときは、梅干しか少量のお酢を入れて煮ると柔らかく煮える。

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば
❖�

書
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

～
墨
親
会
～

　　

墨
親
会
で
は
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
、
書
道
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
、
主
婦
や
熟
年
者
ま

で
、
書
道
に
興
味
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
目
標
を
持
っ
て
、
基
本
を
学

ぶ
も
よ
し
、
師
範
免
許
に
挑
戦
す
る
も

よ
し
で
す
。

●
日

時　

毎
週
土
曜
日
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
科

目　

漢
字
、
か
な
、
実
用
書

体
な
ど

●
問
合
先　

三
輪
宅

　

☎（
２
４
４
）８
７
０
６

❖�

一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

中
間
歩
こ
う
会
は
、
昭
和
56
年
４
月

に
「
自
分
の
健
康
管
理
は
、
自
ら
の
足

で
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
が
歩
く
こ
と

を
と
お
し
て
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら

し
、
社
会
貢
献
を
進
め
て
よ
り
良
く
住

み
よ
い
中
間
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
を
期
間
と
し
て
、
毎
月

第
３
日
曜
日
の
例
会
や
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
一
泊
旅
行
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
間
市
が
主
催
す

る
行
事（
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
や
歴
史

探
訪
な
ど
）に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
認
識

が
高
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
四
季
折
々
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
出

会
い
を
大
切
に
し
、
自
分
の
健
康
維
持

を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。
興
味
が
あ
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
間
歩
こ
う
会
会
長
犬

丸
宅

　

☎（
２
４
４
）４
０
２
８

❖�

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　

全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間
と
の
共
同
生

活
を
と
お
し
て
、
一
生
の
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　

３
月
27
日
火
～
４
月
２

日
月

●
場

所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
対

象　

小
学
生

●
定

員　

200
人

●
内

容　

海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
、

さ
と
う
き
び
刈
り
、
洞
窟
探
険
な
ど

●
申
込
締
切　

３
月
７
日
水（
先
着
順
）

※
参
加
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

事
業
説
明
会

●
日

時　

２
月
18
日
土
・
午
後
３

時
30
分
～
４
時
30
分

●
場

所　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
四
丁
目
14
‐
１
）

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会

　

☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

作り方
①�ブロッコリーは、小房に分
け、かためにゆでておく。
ベーコンは千切りにする
②�フライパンに油を熱して、
①を炒め、溶き卵を流し入
れ、大きく混ぜながらふん
わり炒めて盛り付ける
③�鍋にＡと水 300㎖を入れて
煮立て、水溶き片栗粉でと
ろみをつけて②にかける

ブロッコリーの
卵炒め

ブロッコリー…400グラム、卵…２
個、ベーコン…20グラム、サラダ油
…大さじ１、片栗粉…大さじ１（水
…大さじ２）、Ａ（しょうゆ…小
さじ２、みりん…小さじ２、酒…
小さじ２、鶏ガラスープの素…
大さじ１／２）

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー144㎉　食塩1.2ℊ

　

12
月
22
日
、
中
間
東
中
学
校
の
全

校
生
徒
が
、
校
区
内
の
各
公
民
館
付

近
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
結
び
つ
き
を
強
め
る
た
め
の
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
。
生
徒
た
ち
は
、
寒
さ
に
負
け

ず
熱
心
に
清
掃
活
動
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
た
め
に校区内の清掃活動を行う生徒たち。
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１月10日号掲載のクロスワードパズル。質問は「中間市の花はパン
ジーとなに？」で、正解は「コスモス」でした。正解者の中から厳
正な抽選を行い、当選者にプレゼントをお渡ししました。92通もの
ご応募を頂き、パズル作成者の（謙）も満足げ。頂いたご意見、ご
感想には一通一通目を通し、今後の広報紙作成の参考とさせてい
ただきます。たくさんのご応募をありがとうございました。▶�（悠）

編集
後記

平成22年３月23日生（通谷六丁目）

　車が大好きな翔太郎くんで
す。今のままで元気に成長し
てください。

井
い の う え

上 翔
し ょ う た ろ う

太 郎 ちゃん
平成19年８月６日生（通谷六丁目）

　だんだんお姉ちゃんらし
くなってきました。おしり
を振る姿がとてもかわいい
ね。

井
い の う え

上 優
ゆ う か

花 ちゃん

　市民図書館は現在休館していますが、読書ボラ
ンティアの「ほっとブックなかま」は、毎月第３
土曜日におはなし会を開催しています。場所は月
ごとに変わりますが、楽しい話を毎回聞かせてく
れます。
　親子でぜひ参加してください。
●日 時　２月 18 日土・午前 11 時～
●場 所　ハピネスなかま
●�内 容　絵本の読み聞かせなど

「ほっとブックなかま」のおはなし会

　平成 23 年１月１日～８月 31 日の期間中、市民
図書館での貸し出しで人気のあった児童書作品を
紹介します。

市民図書館児童書貸出ベスト５

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

ハリー・ポッターと死の秘宝�下　Ｊ・Ｋ・ローリング・著

かいけつゾロリのなぞのおたから大さくせん�前篇　原ゆたか・著

ハリー・ポッターと死の秘宝�上　Ｊ・Ｋ・ローリング・著

そらまめくんとめだかのこ　なかやみわ・著

かいけつゾロリのなぞのおたから大さくせん�後篇　原ゆたか・著

１
２
３
４
５

　12 月 13 日、市内 12 の幼稚園・保育園の年
長組（306 人）による幼年消防クラブ大会が、
なかまハーモニーホールで開催されました。
　中間小学校読書ボランティア「どんぶらこ」
のみなさんによる、なかっぱを交えた手遊び
や人形劇、消防署員の防火の寸劇を見るなど、
楽しい時間を過ごした子どもたち。最後に、「絶
対に火遊びはしません」と園児全員で防火の
誓いを行いました。

火遊びは絶対にしないよ

　１月 20 日、中間南小学校の５年生が餅つき
を行いました。これは、農業体験の一環とし
て田植えから稲刈り、もちつきまでを行うも
の。田植えから協力していただいている中間
市認定農業者協議会のみなさんや、保護者の
参加もあり、収穫した米のうち約 40 キロをつ
きました。杵と臼を使った餅つきは初めての
体験だという生徒も多く、慣れない手つきで
はありましたが餅つきを楽しんでいました。

南小もちつき
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約23円です
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中
間
三
丁
目	
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川　

民　

子

四
股
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ス
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■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

中
間
市
短
歌
会

１月８日に行われた成人式。今年の新成人は、平成３年４月２日から平成４年４月１日
までに生まれた406人で、男性が219人、女性187人。会場には、旧友や恩師と再会し、
喜びの表情をした新成人の姿が多く見られました。

表紙
説明


